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1．西洋古版本をめぐる旅
　2008年8月28日から9月4日、ベルギー、フランスへの「西洋古版本
をめぐる旅」は、明治大学リバティアカデミー講座「西洋古版本のてほど
き」の講師、および受講生による企画によって実現した。私は、この講座
にコーディネータとしてかかわっているが、開講6年目を迎えた2008年春、
ようやく機が熟し、かねてから訪れたいと希望していた、アントワープの
プランタン＝モレトゥス博物館への旅を企画することとなった。講師、コ
ーディネータを含め、基本的には自費でのグループ旅行ではあるが、総勢
16名、講座メンバーの大半が参加という予想外のおおがかりなものとなり、
旅行名「西洋古版本のてほどき」と名付けて団体旅行扱いとした旅行の手
続き一切を、明大サポートのリエゾンデスクに依頼した。海外旅行に詳し
いメンバーKSさんが中心となって、日程の調整はもとより、皆のさまざ
まな見学希望先を募った上、見事なプランを練ってくれた。またフランス
語に堪能なaxさんの事前準備のおかげで、フランス国立図書館の貴重書
室では多数のレア・ブックスを見せていただくことができた。
　プランタン＝モレトウス博物館見学が第一の目的ではあったが、「西洋古
版本」だけにとどまらず、数多くの絵画や歴史的建築物をも観ることがで
き、とても充実した企画となった。
すずき・ひでこ／明治大学学術・社会連携部図書館事務室中央図書館グループ
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日程と主な見学先
2008年8月　28日～9，月4日
i8月29～31日はブリュッセル泊、9月1日～2日はパリ泊）
8月28日21：55成田空港発
8月29日04：15　シャルル・ドゴール空港着。列車にてベルギー、ブリュッ
Zルへ。
ｻ本美術館（Bibliotheca　Wi枕ockiana）見学。
8月30日列車でアントワープへ。プランタン＝モレトゥス博物館、アントワ
[プ聖母大聖堂、ルーベンス・ハウス、ベルギー王立美術館。
8月31日列車にてゲントへ。日曜のみ開かれるヒューベルトおよびヤン・フ
@ン・エイク兄弟による祭壇画「神秘の仔羊」見学。ゲント観光。
9月1日ブリュッセルよりチャーターしたバスに乗り、ブリュージュ、シャ
塔eィ城を経由して、パリへ。
9月2日フランス国立図書館（Biblioth的ue　nationale　de　France）パリ、自由
s動。
9月3日パリ、自由行動。23：25　シャルル・ドゴール空港発
9月4日18：00成田空港着
　ブリュッセル、アントワープ、ブリュージュ、シャンティ城、そしてパ
リで、多くの貴重な古版本を見ることができただけでなく、数多くの美術
館、博物館、聖堂を訪れる機会に恵まれたが、ここでは、主要な目的であ
ったプランタンニモレトゥス博物館の紹介をしたい。博物館見学にあたっ
ては、雪嶋宏一講i師より、事前にアントワープ市の職員を通じてMs．　Suzy
Baertsさんに館内案内を予約していただき、また出発1週間前の8E21日
には、講師の“課外授業”としてプランタン＝モレトゥス博物館について
の研修会を行った。
2．アントワープ「プランタンニモレトゥス博物館」
　2005年4月、飯田橋の印刷博物館において、「印刷革命が始まった：グ
ーテンベルクからプランタンへ」と題して、「プランタン＝モレトゥス」博
物館展が開催された。4年以上にわたって準備を行ったというだけに、展
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示構成も展示品も、そして図録も、とても素晴らしいものであった。丁度
その折、プランタン＝モレトゥス博物館全体が世界遺産として認定された
というニュースを聞いた。（博物館所蔵の300年にわたる貴重な記録文書は、
2001年にすでに世界遺産“Memory　of　the　World”として認定されている）
　博物館の主要な所蔵品の多くがここに展示されていたが、プランタン＝
モレトゥス博物館は、その所蔵品だけでなく、16世紀中葉から19世紀に
いたるまで約3世紀、何代にもわたって営まれていた書籍印刷、出版販売
所の建物が、富裕な都市貴族プランタンーモレトゥス家の住居も含めて内
部もほとんどそのままに、当時の面影を色濃く残しながらアントワープの
街に保存されているということに、一見の価値があるといえる。
　アントワープは、子供向け物語“フランダースの犬”の舞台となった都
市として、日本ではことに有名かもしれない。アントワープ聖母大聖堂に
は、ネロ少年が最後に観ることのできたペーテル・パウル・ルーベンスの
「キリストの降架」（1612）が飾られ、日本人観光客の姿も数多い。プラン
タン印刷所の3代目の継承者、バルタザール・モレトゥス（Balthasarl
MoretUs）と生涯を通じて親交の深かったルーベンスの住居もアントワープ
にあり、今では、“ルーベンス・ハウス”として一般公開されている。ルー
ベンスは、バルタザールの祖父にあたるクリストファー・プランタン
（Christophe　Plantin，　ca．1520－1589）の肖像画や、父、ヤン・モレトゥス1世
（Jan　1　Moerentof，　alias　MoretUs）と親しかった人文主義者リプシウス（Justus
Lipsius）の肖像画も描いており、これらの絵画もプランタン＝モレトゥス博
物館に所蔵されている。また、アントワープはネーデルラントの農民の生
活や風俗を描いたフランドルの画家、ペーテル・ブリューゲルの活躍した
土地としてもよく知られている。
　プランタン＝モレトゥス博物館は、アントワープの駅から歩いて20分ほ
ど、大通りからやや細い街路を通り抜けた、金曜日市場（Vrijdagmarkt）と
呼ばれる小さな広場に面して建っていた。その建物だけが古いと格別に感
じないほど、アントワープの街並みに溶け込んでいる。向かって右側の細
い通りに面した側には、併設していた当時の書店部分が見える。（写真1）
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　アントワープは、16世紀前半には西ヨーロッパ最大の商港都市として賑
わい、ヨーロッパ中から貿易商や金融家が集まり、ヨーロッパで最も豊か
な都市として繁栄していた。
　バリで印刷術を修得したクリストファー・プランタン（Christophe　P且antin，
ca．1520－1589）が、繁栄の絶頂
期を迎えていたアントワープ
に移住し、5年の歳月を経て
印刷所「Officina　Plantiniana」
を開設したのが1555年。グー
テンベルクが印刷術を発明し
てから約一世紀後、ドイツに
発祥した印刷術は、ヨーロッ
パ中に広まり、ドイツ、イタ　　　　　　　　　　　　　　　写真1プランタン＝モレトゥス博物館IE面
リアに続いて、フランスが印刷出版の黄金時代を迎えていた頃であった。
　豊かな学識とすぐれた印刷技術を持ち、知識人としてもビジネスマンと
しても有能であったクリストファー・プランタンの印刷所「Omcina
Plantiniana」は、1567年から76年の最盛期には80人の従業員と16台以上
の印刷機を擁するヨーロッパ最大の印刷二［房に成長した。1582年には、ス
ペイン軍によるアントワープの包囲のため、ライデンにも印刷所を開設す
るが、1585年には帰還し、アントワープに印刷所を再建する。
　クリストファー・プランタンの代に出版・印刷した書籍は約2450タイ
トルにのぼり、内容は、人文主義、宗教、科学、歴史、法律と多岐にわた
るが、中でも1568年から73年まで6年をかけて制作された多言語聖書8
巻（Biblia　polyglotta）は、その印刷技術や規模からいって、プランタン印刷所
の代表作ともいえる出版物である。
　1589年にプランタンが亡くなると、14歳からこの印刷所で働いていた
娘婿のヤン・モレトゥス1世（Jan　1　Moerentof，　alias　Moretus）が印刷所を継
承し、最盛期に比べ印刷所の規模はやや縮小したものの、当時の人文主義
者の中心地ともなり、言語に卓越した能力を持ったヤンは、人文主義者の
著作や科学書とともに、すぐれたオランダ語辞典（Etymologium　Teutonnicae
linguae，1599）を編纂、印刷する。そして、この後、バルタザール（Balthasarl）
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とヤン2世のモレトゥス家の兄弟が印刷所を継承し、その後、19世紀にい
たるまで、プランタン印刷所「Omcina　Plantiniana」は、商標である黄金の
コンパス「Guiden　Passer」、そしてモットー「精励と不動」（Labore　et
Constantia）と共にモレトゥス・ファミリーによって受け継がれていく。
　19世紀初頭、グーテンベルク以来、400年続いた手引き印刷の時代が終
焉を迎え、西洋では機械印刷の時代を迎えたが、それと時を同じくするよ
うに、プランタン印刷所も幕を閉じ、1876年、「0缶cina　Plantiniana」は、
モレトゥス家の最後の印刷‘1喋家であるエドワルト・モレトゥス（Edward
Moretus）により、アントワープ
市に且20万ベルギーフランで
売却され、翌1877年に、プラ
ンタン＝モレトゥス博物館
（Plantin－Moretus　Museum）とし
て一般公開された。博物館と
なってからもその歴史はすで
に一世紀を超え、現在に至る，
　建物の1階2階部分を博物
館として公開しており、美し
い中庭を囲んだ、34もの部屋
がさまざまな展示品や川途に
よって分けられて公開されて
いる。なかでも圧巻は、何台
もの木製印刷機と活字ケース
の据え付けられた印刷jl房、
そして、たくさんの活字やパ
ンチ（父型）のコレクション、
活字鋳造の工房、そして、ル
ーベンスによる肖像画、幾つ
もの図書室などであった。館
内はとても広くて、案内して
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写真3図書室
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いただいた元気いっぱいの
Ms．　Suzy　Baertsさんの後をっ
いて、300年分の見学を終え、
ようやく涼しげな中庭のベン
チに座った時には、予定より
かなりの時刻が過ぎていた。
（写真2、　3、　4、　5）
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　プランタンが印刷所「Omcina　Plantiniana」の屋弓・として用いた「黄金の
コンパス」（Guiden　Passer）とモットー「精励と不動」（Labore　et　Constantia）
商標は1557年から使
われ、プリンターズマ
ークとして図書の標題
紙に、また、プランタ
ンの工房や店舗、肖像
など、いたるところに
使用された。（図版1）
　また、モットーこそ
図版1プランタンのブリンターズマーク
ないもののゴールデン・コンパスのマークは、オランダの医師クルムスの
「解剖図譜（ターヘルアナトミア）」の訳である、杉田玄白の「解体新書」
の扉絵にも使用されている。
　明治大学図書館にも、プランタン印刷の書籍3点が所蔵されているので、
このディヴァイスの載ったオリジナルのタイトル頁を見ることができる。
1．グッチャルディー二『オランダ紀行（Description　de　touts　les　Pais－Bas）』
　1582　　（091．3／956／／H）
2．イソップ『童話集（Les　fables　et　la　vie　d’Esope）』　1593　（091．3／965／／H）
3．ドドネウス『草木誌（Cruydt－boeck　van　Rembertus　Dodonaeus）』　1608
　（09L3／658／／H）
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